≪荒川恵史先生オフィス勉強会の感想≫
今回はじめてJAC東海支部の勉強会に参加させていただきました。
荒川先生の臨床のベースにあるカイロプラクティックの世界観を垣間見れました。
西洋医学とカイロプラクティックの違いを自分なりに明確にすることで、
治療の仕方、患者さんとの接し方がずいぶん変わってきそうな気がします。
自分もこれからさらによく勉強し、よく考え、実践しなくてはという気持ちがとても強くなりました。
このようなきっかけを与えてくれた荒川先生に深く感謝いたします。
高柳師門
荒川先生はとても勉強熱心で業界事情も良く知っていますので教えてもらうことが多いです。
治療院にはマニアックな物がたくさんあると聞いていたので訪問は楽しみにしていました。
色々なストレート系のベッドや器具が置いてあり、始めて見るものも幾つかありました。
講義の前半は座学でした。
アメリカにおける西洋医学とカイロプラクティックの安全性比較、ＭＤに比べＤＣの事故が少ないので医療過誤保険の掛け金は10~50分の1以下であること等、カイロプラクティックの優位性を説明してもらいました。
 

講義の後半は実技で、ガンステッドＤＣのアジャスト時の身体の使い方が、武術の達人の動きと似ていることを映像と実技で説明して頂きました。
荒川先生とはＣＳＣで同期だったので、その頃からテクニックに関して一目置いていました。
何度かアジャストを受けたことがあります。
アジャストされた感覚は言葉で表現するのが難しいですが、余分な物に当たらず直接椎間板に届く感じがします。
最後に荒川先生が普段行われている治療を披露して頂きました。
ありがとうございました。
井坂孝之
カイロプラクティックの哲学と身体操作の二部構成のなった勉強会でした。はじめはカイロプラクティックの安全性を含めた哲学について。大学で勉強したことですが、改めて勉強しなおすいい機会となりました。カイロプラクティックとは？アジャストメントとは？忙しい時こそ基本を忘れないことが重要だと再確認する講義でした。身体操作の講義では、アジャストメントの為の体の動かし方を武道的な見方で説明していただきました。体の意識や動かす順番でこんなにもすごい力を楽に出せるのには驚きました。カイロプラクティックテクニックの奥深さを改めて体験することができました。また終わったあとの懇親会でも先生方のカイロ熱は収まらず会の間、ずっとこれからのカイロ業界について熱く語られていたのが印象的でした。
大角洋平
 

今回の勉強会は、アメリカで医師が発表したとされる医療現場の実際のデータをカイロと比較すると、カイロの有効性と安全性を示唆するものでもあり非常に興味深いものであり、カイロの必要性があると感じました。
また、卒後機会のなかったカイロ哲学に再度聞く事が出来改めて「カイロプラクティック」の深さというものを感じました。
そして、ガンステッドセミナーを国内だけでなく海外のアメリカまで行って勉強されている荒川先生による、Dr.ガンステッドのアジャストの解説・仕方、また武道を通してのアジャストの仕方はとても素晴らしくそして、楽しく実技も勉強することが出来ました。この貴重な勉強会に参加できて本当によかったです。　　

内田佳文
今回の勉強会で特に目を引いたのが、米国の医療事故の内訳とその多さであった。これは、
西洋医学の一つの特徴である「病気本位」を示す報告である。

併せて報告されたカイロプラクティックの事故報告の0といってよい事故報告数と比べて、今回の報告でカイロプラクティック安全性と有効性を感じずにはいられなかった。
改めて、数字としてカイロプラクティックの安全性と有効性が証明されたことが今回の勉強会に参加してもっとも大きい収穫である。
 
水野久植

